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京style
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話題をお届けします

学校の象徴に欠かせない 学校旗

消防団の士気に欠かせない 消防団旗

勝利の証に欠かせない 優勝旗

社旗  横断幕  販促のぼり旗  のれん  応援団用品 

祭り袢天  山車幕  神社寺院幕  神社のぼり旗  鈴緒 

劇団幕  舞台幕  演台カバー  マーチングバンド横幕
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～ヒオウギ～

祇園祭では古くから「祭花」として、ヒオウギ（檜扇）という植物を、床の間

や玄関に活けたり、家の軒先などに飾る習慣があります。

ヒオウギは病気に強く、葉も長持ちすることから、古くから厄除けの植物とされ

京の町の疫病退散を願う、祇園祭には欠かせない存在とされてきました。

平安初期の書物には、厄災が村を襲った際、檜の薄板でできた檜扇で扇ぐと

たちまち村が元に戻ったという話や、イナゴが大量発生した時には、

「烏扇（からすおうぎ＝檜扇のこと）を以ちて之を扇ぐべし」といった記述も

残されています。ヒオウギという植物の名前も、その形が檜扇に似ていることに

由来しています。しかし、こうしたヒオウギを飾る風習は、時代の流れとともに

次第に見られなくなっていきました。そこで 2015 年、自治体などが各山鉾町に

呼び掛けを行い、ヒオウギの展示を復活。その後も普及は進み、今では祇園祭

の時期になると市内の生花店や、各所の装花にヒオウギが使われることになり

ました。祇園祭の期間中には、屏風などとともに活けられたヒオウギも、ぜひ

鑑賞してみて下さい。


